
１
一
本
稿
の
目
的

　
憲
法
八
九
条
後
段
は
、
「
公
の
支
配
」
に
属
さ
な

い
私
的
な
「
慈
善
・
教
育
・
博
愛
」
事
業
に
対
し
て

「
公
金
そ
の
他
の
公
の
財
産
」
を
支
出
す
る
こ
と
や

利
用
に
供
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
市
民
活
動
に
公
金
支
出
等
を
行
う
と
、
そ
の
合

憲
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
。

　
横
浜
市
市
民
活
動
推
進
委
員
会
は
、
一
年
半
に
わ

た
り
、
市
民
活
動
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
行
政
と

市
民
活
動
と
の
か
か
わ
り
方
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
検

討
し
て
き
た
。
委
員
会
は
、
最
終
報
告
書
の
な
か
で

「
横
浜
コ
ー
ド
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
し
か
し
、
委

員
会
と
し
て
、
八
九
条
後
段
の
解
釈
論
に
結
論
を
出

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
横
浜
コ
ー
ド
」
の

位
置
付
け
、
内
容
の
把
握
な
ど
に
つ
い
て
も
委
員
会

で
完
全
に
意
見
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

　
憲
法
学
を
専
攻
す
る
私
も
、
委
員
と
し
て
討
論
に

参
加
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
八
九
条
後
段
に
関
す
る

私
の
解
釈
論
に
過
ぎ
ず
、
政
策
論
と
し
て
の
「
横
浜

コ
ー
ド
」
に
関
す
る
私
の
理
解
を
示
す
も
の
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
（
注
）
。

２
一
学
説
の
問
題
点

憲
法
八
九
条
後
段
は
、
私
的
な
「
慈
善
・
教
育
・

博
愛
」
事
業
は
自
立
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
自
体
は
、
「
慈
善
・
教
育
・
博
愛
」
事
業
の

性
質
か
ら
し
て
も
、
間
違
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
忠
実
な
解
釈
論
を
展
開
し
よ
う
と

す
る
の
が
、
従
来
の
多
数
説
で
あ
っ
た
厳
格
説
で
あ

る
。
厳
格
説
は
、
八
九
条
後
段
の
趣
旨
・
目
的
を
私

的
事
業
の
自
主
性
の
確
保
と
捉
え
る
。
そ
し
て
、
厳

格
説
は
、
条
文
の
文
言
の
意
味
を
そ
の
言
葉
の
使
用

法
や
文
法
の
規
則
に
従
っ
て
確
定
す
る
文
理
解
釈
と

い
う
解
釈
方
法
を
と
り
、
「
公
の
支
配
」
を
公
権
力

が
当
該
事
業
の
根
本
的
な
方
向
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
の
で
き
る
こ
と
と
定
義
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
公
の
支
配
」
を
う
け
る

事
業
は
、
も
は
や
私
的
事
業
で
は
な
く
、
公
的
事
業

で
あ
る
。
厳
格
説
は
、
事
業
の
自
主
性
の
確
保
と

「
公
の
支
配
」
の
二
律
背
反
的
把
握
に
よ
っ
て
、
現

実
に
は
私
的
事
業
の
自
主
性
を
制
約
す
る
方
向
で
機

能
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
厳
格
説
が
と
る
文
理
解
釈
と
い
う
解
釈
方

法
に
も
問
題
が
あ
る
。

　
法
解
釈
を
行
う
場
合
、
条
文
の
文
言
が
出
発
点
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る

言
葉
は
文
脈
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
言
葉
の

意
味
は
一
義
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
条
文
の

文
言
の
文
法
的
・
辞
書
的
意
味
か
ら
だ
け
で
、
条
文

の
意
味
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
他
方
で
、
当
該
条
文
の
文
言
の
文
脈
さ

え
も
超
え
る
「
解
釈
」
は
、
問
題
が
あ
る
。
「
公
の

性
質
」
論
に
基
づ
く
緩
和
説
は
、
当
該
事
業
が
公
的

性
質
を
有
す
る
こ
と
で
「
公
の
支
配
」
が
充
足
さ
れ

る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
な
「
解
釈
」
は
、
八
九
条
後

段
の
解
釈
論
と
し
て
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
「
公
の
支
配
」
と
い
う
文
言
は
、
当
該
事
業

の
性
質
に
関
す
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
言
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
当
該
条
文
が
他
の
条
文
と
緊
張
関
係
に
あ
る
場
合

に
は
、
文
理
解
釈
の
み
で
解
釈
を
行
う
こ
と
は
一
層

問
題
で
あ
る
。

　
八
九
条
後
段
の
対
象
と
さ
れ
る
私
的
な
「
慈
善
・

博
愛
」
事
業
の
内
容
は
、
憲
法
二
五
条
に
よ
っ
て
国

家
の
責
務
と
さ
れ
て
い
る
「
福
祉
」
事
業
と
重
な
り

う
る
。
「
教
育
」
は
、
憲
法
二
六
条
に
よ
っ
て
国
の

責
務
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
国
が
私
的
な

「
福
祉
」
事
業
や
「
教
育
」
事
業
に
対
し
て
財
政
上

の
支
援
を
す
る
こ
と
も
、
施
策
の
一
つ
と
し
て
含
ま

れ
う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
八
九
条
後
段
は
、
他
の
憲

法
条
文
と
の
間
に
緊
張
関
係
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　
他
の
条
文
と
緊
張
関
係
に
あ
る
条
文
の
解
釈
の
場

合
に
は
、
緊
張
関
係
に
あ
る
条
文
ど
う
し
の
「
調
和

的
解
釈
」
が
求
め
ら
れ
る
。
「
調
和
的
解
釈
」
に
お

い
て
要
請
さ
れ
る
の
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の

本
稿
の
目
的

学
説
の
問
題
点

政
策
論
と
し
て
の
「
横
浜
コ
ー
ド
」

（
注
）
　
本
稿
は
、
紙
幅
の
関
係
で
、
極
め
て
簡
略

な
記
述
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
憲
法
八
九
条

後
段
に
関
す
る
憲
法
解
釈
論
・
憲
法
政
策
論
に
つ
い

て
は
、
青
柳
「
憲
法
八
九
条
後
段
と
『
協
働
』
社
会
」

法
の
理
論
1
8
、
八
七
～
一
三
四
頁
（
一
九
九
九
年
）

を
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
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②青
柳
幸
一 憲
法
八
九
条
後
段
と
「
横
浜
コ
ー
ド
」

憲
法
解
釈
論
と
政
策
論
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規
範
内
容
の
最
低
限
を
維
持
し
つ
つ
、
相
互
の
一
致

を
も
た
ら
す
よ
う
な
解
釈
で
あ
る
。

　
八
九
条
後
段
と
二
五
条
や
二
六
条
と
の
体
系
的
解

釈
に
基
づ
く
緩
和
説
は
、
近
時
の
多
数
説
で
あ
る
が
、

解
釈
方
法
論
と
し
て
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
体
系
的
解
釈
か
ら
導
か
れ
る
結
論
に
は
問

題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
憲
法
二
六
条
は
、
子
ど
も

の
学
習
権
を
根
底
に
お
い
て
い
る
。
と
す
る
と
、
憲

法
二
六
条
か
ら
第
一
義
的
に
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、

私
学
へ
の
助
成
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
学
習
権
保
障

の
た
め
の
、
直
接
的
な
公
金
支
出
（
例
え
ば
、
奨
学

金
制
度
の
充
実
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
学
助

成
が
合
憲
で
あ
る
た
め
に
は
、
私
学
が
授
業
料
を
減

額
す
る
義
務
を
果
た
し
て
い
る
か
否
か
を
厳
正
に
監

督
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
立
学
校

振
興
助
成
法
一
二
条
の
定
め
る
「
監
督
」
は
、
そ
の

点
で
十
分
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
憲
法
解
釈
は
、
憲
法
テ
ク
ス
ト
を
理
解
す
る
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
具
体
的
な
事
例
に
適
用
す

る
た
め
に
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
解
釈
に

お
い
て
も
、
「
規
範
」
と
「
現
実
」
と
の
間
の
「
視

線
の
往
復
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
八
九
条
後
段
を
め
ぐ
る
「
現
実
」
と
し
て
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
公
益
法
人
が
内
在
さ
せ

て
い
る
問
題
も
含
め
て
、
日
本
に
お
け
る
世
俗
的
事

業
へ
の
助
成
そ
れ
自
体
の
問
題
性
と
い
う
「
現
実
」

で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
「
協
働
」
社
会
と
い
う

「
現
実
」
あ
る
い
は
「
将
来
像
」
で
あ
る
。

　
前
者
の
「
現
実
」
は
、
「
公
共
性
」
の
再
検
討
を

要
請
す
る
。
「
公
共
事
業
」
を
正
当
化
し
、
行
政
の

責
任
を
回
避
さ
せ
る
用
語
と
し
て
機
能
し
て
き
た
、

従
来
の
「
公
共
性
」
と
は
異
な
る
「
公
共
性
」
の
内

容
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
世
俗

的
事
業
に
対
す
る
助
成
を
め
ぐ
る
「
現
実
」
は
、
公

金
支
出
に
対
す
る
厳
正
な
監
督
も
要
請
す
る
。
一
九

九
七
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
外
部
監

査
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
行
政
内
部
に
お

け
る
監
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
　
一
九
九
五
年
一
月
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

は
、
行
政
に
だ
け
任
せ
て
お
い
た
の
で
は
社
会
の
諸

機
能
が
維
持
で
き
な
い
こ
と
を
強
く
認
識
さ
せ
た
。

当
然
の
こ
と
だ
が
、
行
政
に
は
限
界
も
、
失
敗
も
あ

る
。
他
方
で
、
市
民
活
動
に
も
長
所
も
、
不
十
分
な

面
も
あ
る
。
現
代
国
家
・
社
会
に
課
せ
ら
れ
た
課
題

や
任
務
の
遂
行
に
と
っ
て
、
市
民
活
動
と
行
政
と
の

「
協
働
」
も
必
要
で
あ
る
。

　
八
九
条
後
段
解
釈
に
お
け
る
「
規
範
」
と
「
現
実
」

と
の
「
視
線
の
往
復
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、

事
業
の
自
主
性
を
確
保
し
つ
つ
、
少
な
く
と
も
財
政

上
の
監
督
を
厳
正
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　
財
政
上
の
厳
正
な
監
督
、
す
な
わ
ち
、
公
費
濫
用

の
防
止
は
、
憲
法
八
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
を
明

文
化
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
無
意
味
な
こ
と
で
は

な
い
。
さ
ら
に
、
八
九
条
後
段
が
当
然
の
こ
と
を
明

文
化
し
た
の
に
は
、
積
極
的
な
意
味
も
あ
る
。
そ
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
い
く
つ

か
の
州
憲
法
の
類
似
規
定
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

は
、
「
慈
善
・
教
育
・
博
愛
」
事
業
に
対
し
て
と
り

わ
け
気
前
の
い
い
公
金
支
出
が
行
わ
れ
が
ち
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
九
条
後
段
に
適
合

す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
、
公
金
支
出
の
正
確

性
と
合
規
性
（
会
計
検
査
院
法
二
〇
条
三
項
参
照
）

に
関
す
る
厳
正
な
監
査
に
パ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
　
連
載
①
市
民
活
動
と
自
治
体
の
協
働
に
向
け
て

〈
日
本
国
憲
法
〉

い
。
「
金
を
出
す
か
ら
、
全
面
的
に
口
も
出
す
」
こ

と
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
私
的
事
業
の
自
主

性
の
確
保
の
た
め
に
、
「
公
の
支
配
」
は
、
公
金
支

出
に
関
す
る
厳
正
な
監
督
に
と
ど
ま
る
。

３
一
政
策
論
と
し
て
の
「
横
浜
コ
ー
ド
」

　
「
横
浜
コ
ー
ド
」
は
、
私
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
憲

法
八
九
条
後
段
の
規
範
的
意
味
を
踏
ま
え
た
憲
法
政

策
論
の
具
体
化
で
あ
る
。

　
「
横
浜
コ
ー
ド
」
の
重
要
な
柱
の
一
つ
は
、
協
働

原
理
（
K
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
s
p
r
i
n
z
i
p
｝
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

何
よ
り
も
、
行
政
と
市
民
と
が
支
配
・
服
従
の
関
係

で
は
な
く
、
対
等
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
よ
う
な
対
等
な
協
働
関
係
は
、
政
策
の
立
案
か

ら
執
行
に
至
る
ま
で
要
請
さ
れ
る
。
「
協
働
」
原
理

は
、
と
り
わ
け
行
政
側
に
意
識
改
革
を
求
め
る
こ
と

に
な
る
。
市
民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
よ
り
良
い
社
会
を
造
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
協
働
」
社
会
で
あ
る
。

　
公
費
濫
用
の
防
止
を
超
え
る
「
公
の
支
配
」
の
内

容
、
例
え
ば
、
市
民
活
動
の
適
格
性
や
妥
当
性
、
そ

し
て
「
公
金
」
支
出
の
経
済
性
・
効
率
性
・
有
効
性

の
評
価
等
は
、
市
民
と
行
政
の
「
協
働
」
の
も
と
で

行
う
。
そ
れ
ら
の
評
価
を
「
協
働
」
し
て
行
う
た
め

に
は
、
情
報
公
開
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
横
浜
コ
ー
ド
」
は
、
行
政
側
ば
か
り
で
な
く
、
行

政
と
の
「
協
働
」
を
行
お
う
と
す
る
市
民
活
動
側
に

も
情
報
公
開
を
求
め
て
い
る
。
情
報
公
開
に
よ
っ
て

市
民
と
行
政
の
「
協
働
」
の
実
態
を
公
開
し
、
「
協

働
」
の
内
容
に
関
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
説

明
責
任
）
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
横
浜
国
立
大
学
教
授
〉

第
八
九
条
「
公
の
財
産
の
支
出
又
は
利
用
の
制
限
」

　
公
金
そ
の
他
の
財
産
は
、
宗
教
上
の
組
織
若
し
く

は
団
体
の
使
用
、
便
益
若
し
く
は
維
持
の
た
め
、
又

は
公
の
支
配
に
属
し
な
い
事
前
、
教
育
若
し
く
は
博

愛
の
事
業
に
対
し
、
こ
れ
を

支
出

し
、
又
は
そ
の
利

第
二
五
条
【
生
存
権
、
国
の
社
会
的
使
命
】

①
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。

②
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
六
条
「
教
育
を
受
け
る
権
利
、
教
育
の
義
務
」

①
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
。

②
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
保
護
す
る
子
女
に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義

務
を
負
ぶ
。
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
。

〈
会
計
検
査
院
法
〉

第
二
〇
条
【
検
査
】

③
会
計
検
査
院
は
、
正
確
性
、
合
規
性
、
経
済
性
、

効
率
性
及
び
有
効
性
の
観
点
そ
の
他
会
計
検
査
上
必

要
な
観
点
か
ら
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

59●

用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
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